










のの性格 性質を表すものとは異なる｡｢-ほい｣が承ける ｢彼女ができた｣は､話者 (母親)が叔
近中二になった息子の様子をそう捉えたということを示しているOまた､r日本語文法ハンド7●ックj
では､(｢どうやら明日は雨っほい｡｣のように､状況からの判断を表す)用法が見らjlるとの指摘が








文学作品 [重重]r酒諸本大成Jr滑稽本別 r訓風柳多留 新其版jr浮世風別 r浮世床 四十
八癖Jr花暦八笑人 滑稽和合人 妙竹林話七偏人J匹∃玉]r明治開化期文学賂Jr秤内
起過剰 r女嬰雑誌 ･文学界剰 [亘亘盃]r昭和文学全剰 r宮本百合子典｣など
CD-ROM r新潮文庫の1001什｣(翻訳作品除く)r明治の文架]r大正の文豪jr太陽コーパス]
先行研究 ｢国語辞典にない言葉｣r言語生活の耳｣
/ト説 (1990-2010) 吉本ばなな rNPJrキッチン｣他､山本文緒 rパイナップルの彼方JT恋愛







































(4)a ほんにお前は余程膿たちっほいよ (山手馬鹿人 ｢粋町甲閏｣1772-1781(安永年間))





(5)見に行でしめつはく出る揃栽 (呉俊軒町有等婿 r誹風柳多留]初編 1765(明和2))
この例では､｢寂の湿り気の多さ｣｢売られていく範を見る人の沈痛な気持ち｣とが示されていると
ある (宮田正信校注 r誹風柳多留｣参照)oこのように､｢湿っぽい｣は ｢場所 ･物｣に対しては具体
的な ｢湿り気｣が含有されて ｢湿り気の多さ｣を示し､一方で ｢人の心情｣に対して用いられる場合









らば､何程ぐらゐの相場だらう｣ (梅亭金告 r七偏人｣2編上 1857(安政4))
割合の高さを示す用法は､人の容姿､なかでも身体的特徴を示す際に用いられる｡




















に飽二埋 _で､何を-ツとげた事がねへO (式亭三馬 r浮世風呂｣前編下 1809(文化6))






2-2 明治 大正期の ｢-ぼい｣
近世に挙げた用法は､明治 ･大正期にかけて､次の通り変化するo























































(嵯峨の屋おむろ 【訳】 トルス トイ 【作】｢セハス トウポルの落城｣1901(明治34))














































































































この例では､｢私｣が ｢あの子｣と ｢林くん｣の梯子を見たうえで､現状としては ｢まだ付き合っ
15本塙でいう句接講は､上後部が吉吾以上の単位となっていると考えられるものとする｡初出例は以下の通り｡









































































尾谷昌則 (2000)｢接尾辞 ｢ぼい｣に潜むカテゴリー化のメカニズム- ｢女っぽい人｣は女ですか?｣
r日本言語学会衆120回大会予稿剰
尾谷昌則 (2005)｢接尾辞ポイのモダリティ化｣r日本語用論学会第8回大会研究発表論文剰 創刊号
国松 昭 (1970)｢｢ほい｣雑考 (接尾語ノート1)｣｢日本語と日本語教育12
ケキゼ ･タチアナ (2003)｢｢ほい｣の意味分析｣rE】本語数育｣ll



















松井栄一 (1983)r叢沓 ･ことばの世界 国語辞典にない言葉｣南雲皇
帝E泣豊 ｢茶話｣
t文学作品
r花暦八笑人 滑稽和合人 妙竹林話七偏人j三浦理編 有朋堂昏店 1915年/r酒落本大成｣13巻
酒落本大成編集委月会 中央公論社 1981年 (純九斎章丸 ｢残庭訓｣所収)/｢浮世風呂1日本古
典文学大系63j中村通夫校注 岩波番店 1957年/r誹風柳多留全集 索引語｣岡EZ甫編 三省堂
1999年/r浮世床 四十八癖 新潮日本古典集成 (第52回)1本E]Ek雄校注 新潮社 1982年/r酒
落本大成j27巻 滑落本大成編狼委員会編 中央公論社 1987年 (_払山人｢花街寿々女｣所収)/r女
学雑誌 文撃界典 明治文学全狐32J笹淵友一編 筑摩書房 1973年 (若松腔子 ｢小公子｣所収)
/深沢七郎 郷戸内晴美 有舌佐和子 水上勉 曾野綾子 r昭和文学全集251小学館 1988年 (緬戸
内晴美 ｢みれん｣所収)/r宮本百合子集 新潮日本文学2日 宮本百合子 新潮社 1973年 (｢仲子｣
所収)/吉村昭 立原正秋 宮尾登美子 山口畦 新田次郎 五木寛之 野坂昭如 井上ひさし ｢昭
和文学全般 26｣小学館 1988年 (五木寛之 ｢こがね虫たちの夜｣所収)
■CD-ROM
rCD-ROM版 新潮文庫の1001m 新潮社 1995年
梶井基次郎 ｢棒穣｣/閲高価 ｢パニック｣/夏目淑石 ｢こころ｣
rCD-ROM版 新潮文庫 明治の文豪j新潮社 1997年
夏目淑石 ｢それから｣｢坑夫｣
rCD-ROM版 新潮文庫 大正の文豪｣新潮社 1997年
里見弾 ｢多情仏心｣/岩野泡鳴 ｢新橋｣
r大腸コーパス 椎誌 r太陽｣El本語データベースJ国立国語研究所縮 博文館新社 2005年










Tみんな元気｡｣舞城王太郎 新潮社 2004年/r恋愛中毒j山本文緒 角川昏店 1998年/r阿
修羅カール｣舞城王太郎 新潮社 2005年/r樺様のころ｣豊島ミホ 幻冬舎 2005年/r匡偲:
館内乱｣有川浩 メディアワークス 2006年/r人のセックスを笑うな｣山崎ナオコーラ 河出
昏房新昏 2004年/rDDD｣2巻 奈須きのこ 講談社 2007年
[付記]本矧 ま､2009年度秋季日本語学会 (2009111)､並びに第232回 筑紫日本語研究会 (201089
-2010811)にて行った口頭発表に基づくものである｡席上､貴重な御意見を賜った｡感謝申し
上げるO
